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第１章 事業の概要 

Ⅰ．事業の背景・目的 

 

高齢化の進展等により、保険料水準が上昇し、保険者や所得水準ごとの保険料格差が拡

大している一方、その地域ごとの事情は様々であり、また、介護保険料を負担する高齢者

の就労環境も変化している。 

また、40歳以上人口が2021年をピークに減少に転じることや、2040年頃には高齢者数が

ピークを迎えることを踏まえると、今後の介護保険制度の財源構成やサービス利用の動向

が大きく転換してくることと想定される。 

そこで、本事業では、こうした状況を踏まえ、介護保険料等の介護保険制度の在り方につ

いて、2040年を見据えた検討を行うための基礎資料を得ることを目的とした。 
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Ⅱ．事業内容 

 

本事業の事業内容は以下のとおりである。 

 

（１）2040年におけるサービス見込み量・介護保険料の推計と分析 

全保険者を対象に、国立社会保障・人口問題研究所の将来推計人口や介護保険事業状況

報告等の要介護認定者数、介護サービス利用者数・給付費等の実績値をもとに、2040年に

おけるサービス見込み量や介護保険料の推計を行った。 

さらに、推計結果について、その推計値の大小や現在の実績値からの伸び等を保険者別

に分析した。特に、保険者の規模等、保険者属性の観点から差異の検討を行った。 

 

（２）2040年における介護保険料等のシミュレーション 

（１）において推計した2040年における介護保険料等について、保険者による施策反映、

給付費の範囲、利用者の自己負担割合、第１号保険料と第２号保険料の負担割合等を調整

パラメータとしたシミュレーションを実施し、保険料額の変化について分析を行った。 

 

さらに、（１）および（２）の分析結果を踏まえ、2040年を見据えた介護保険料等の介

護保険制度の在り方について検討した。 
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第２章 2040 年におけるサービス見込み量・介護保険料の推計と分析 

 

Ⅰ．第 7 期推計用ワークシートを用いた検討 

（１） 第 7 期推計用ワークシートにおける推計方法 

 

第 7期推計用ワークシートでは、第 6期（H27～H29年度）の実績をもとに、第 7期（H30

～H32年度（R2年度））および 2025年のサービス見込み量、介護保険料等を推計する。推

計フローを図表 1に示した。 

 

 

図表 1 第 7 期推計用ワークシートの推計フロー 

 

 

 

 

１．実績値の整理

２．要介護認定者数の推計

３．施設・居住系サービス利用者数の推計

４．在宅サービス利用者数の推計

５．介護サービス給付費の推計

６．保険料等の推計

将来の被保険者数

要介護
認定者数

施設・居住系サービス
利用者数

在宅サービス
対象者数

・・・・・

訪問介護 通所介護

在宅サービス
利用者数

施設サービス： 介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護医療院、介護療養型医療施設、
地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

居住系サービス：特定施設入居者生活介護、認知症対応型共同生活介護、
地域密着型特定施設入居者生活介護

在宅サービス：上記以外のサービス
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1)  実績値の整理 

 

介護保険事業状況報告年報値や月報値累計を実績値（計画３年目は実績見込み）として用

いて推計を行う。具体的に、推計に用いる実績値は以下のとおり。 

 

  施設・居住系サービスの 1月あたり利用者数 

  施設・居住系サービスの 1人 1月あたり給付費 

  在宅サービスの 1月あたり利用者数 

  在宅サービスの 1人 1月あたり利用回（日）数 

  在宅サービスの 1人（1回（日））1月あたり給付費 

 

【推計式の概要】 

1 月あたり利用者数＝年間利用者数累計÷12  

 

1 人 1 月あたり利用回（日）数＝年間利用回（日）数累計÷年間利用者数累計 

 

1 人（1 回（日））1 月あたり給付費  

（回数を整理していないサービス）  ＝年間給付費累計÷年間利用者数累計 

（回数を整理したサービス）  ＝年間給付費累計÷年間利用者数累計÷1 人 1 月あたり利用回（日）数  

 

※ただし、計画３年目の実績値は以下の推計式により実績見込みを算出 

実績見込み＝前年度実績×当該年度実績（5 月～X 月まで）÷前年度実績（5 月～X 月まで） 

 

 

2)  要介護認定者数の推計 

 

将来の被保険者数の推計をもとに、要介護認定率の実績と保険者が設定した現状の推移

から予測される年間の要介護認定率の変化により算出する。 

 

【推計式の概要】 

各年度の要介護認定率＝H29年度の要介護認定率+（認定率の変化×年数） 

年数：H30 は×1、H31 は×2、H32 は×3、H37 は×8 

認定率の変化は保険者が以下の①～③から選択（①を推奨） 

①平成 28 年度→平成 29 年度の実績値の変化 

②平成 27 年度→平成 29 年度の実績値の変化の 2 分の 1 

③平成 27 年度→平成 28 年度の実績値の変化 

※ただし、H37 は非現実的な数値とならないよう、上下限値（H32 の×0.9～×1.1）を設定 

 

各年度の要介護認定者数＝各年度の被保険者数×各年度の要介護認定率 

 

※各年度の実績値は 9 月末時点のデータを利用（公表前は利用可能な直近の月末時点の実績値） 

（要介護認定者数の動向は、一般には 9 月末時点で年度内平均値に近い値を取る傾向があるため） 
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3)  施設・居住系サービス利用者数の推計 

 

施設サービス利用者数は、第 7期は平成 29年度（実績見込み）のまま一定とし、平成 37

年度（令和 7年度）は、将来の要介護認定者数の推計をもとに、サービス利用率の実績と保

険者が設定した現状の推移から予測される年間のサービス利用率の変化により算出する。 

 

【推計式の概要】 

（第 7 期） 

各年度のサービス利用者数=H29 年度のサービス利用者数 

 

（H37 年度） 

H37 年度のサービス利用率＝H29 年度のサービス利用率+（利用率の変化×8） 

利用率の変化は保険者が前述の①～③から選択（①を推奨） 

※ただし、非現実的な数値とならないよう、上下限値（H32 の×0.9～×1.1）を設定 

※施設サービスの利用率は要介護認定者数に対する利用者数の割合 

 

サービス利用者数=H37 年度の要介護認定者数×H37 年度のサービス利用率 

 

介護老人福祉施設（地域密着型含む）の要介護１・２のみ 

サービス利用者数=H29 年度のサービス利用者数 

 

 

居住系サービス利用者数の推計は、将来の要介護認定者数の推計をもとに、サービス利用

率の実績と保険者が設定した現状の推移から予測される年間のサービス利用率の変化によ

り算出する。 

 

【推計式の概要】 

各年度のサービス利用率＝H29年度のサービス利用率+（利用率の変化×年数） 

年数：H30 は×1、H31 は×2、H32 は×3、H37 は×8 

利用率の変化は保険者が以下の①～③から選択（①を推奨） 

①平成 28 年度→平成 29 年度の実績値の変化 

②平成 27 年度→平成 29 年度の実績値の変化の 2 分の 1 

③平成 27 年度→平成 28 年度の実績値の変化 

※ただし、H37 は非現実的な数値とならないよう、上下限値（H32 の×0.9～×1.1）を設定 

※居住系サービスの利用率は要介護認定者数に対する利用者数の割合 

 

各年度のサービス利用者数＝各年度の要介護認定者数×各年度のサービス利用率 
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4)  在宅サービス利用者数の推計 

 

在宅サービス利用者数の推計は、将来の在宅サービス対象者数の推計をもとに、サービス

利用率の実績と保険者が設定した現状の推移から予測される年間のサービス利用率の変化

により算出する。 

 

【推計式の概要】 

各年度の在宅サービス対象者数=各年度の要介護認定者数－各年度の施設・居住系サービス利用者数 

  

各年度のサービス利用率＝H29年度のサービス利用率+（利用率の変化×年数） 

年数：H30 は×1、H31 は×2、H32 は×3、H37 は×8 

利用率の変化は保険者が前述の①～③から選択（①を推奨） 

※ただし、H37 は非現実的な数値とならないよう、上下限値（H32 の×0.9～×1.1）を設定 

※在宅サービスの利用率は在宅サービス対象者数に対する利用者数の割合 

 

各年度のサービス利用者数＝各年度の在宅サービス対象者数×各年度のサービス利用率 

 

 

在宅サービス利用回（日）数の推計は、サービス利用回（日）数の実績と保険者が設定し

た現状の推移から予測される年間のサービス利用回（日）数の変化により算出する。 

 

【推計式の概要】 

各年度の在宅サービス利用回（日）数 

＝H29 年度の 1 人 1 月あたりサービス利用回（日）数+（利用回（日）数の変化×年数） 

年数：H30 は×1、H31 は×2、H32 は×3、H37 は×8 

利用回（日）数の変化は保険者が以下の①～③から選択（①を推奨） 

①平成 28 年度→平成 29 年度の実績値の変化 

②平成 27 年度→平成 29 年度の実績値の変化の 2 分の 1 

③平成 27 年度→平成 28 年度の実績値の変化 

 

 

5)  介護サービス給付費の推計 

 

施設・居住系サービスでは、推計した各年度の見込み人数（1か月あたり）に保険者が設

定した 1人 1月あたり給付費を乗じ、さらに 12か月を乗じて算出する。 

在宅サービスでは、推計した各年度の見込み人数（1か月あたり）に 1人 1月あたり利用

回（日）数、および保険者が設定した 1 人（1 回（日））1 月あたり給付費を乗じ、さらに

12か月を乗じて算出する。 
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【推計式の概要】 

（施設サービス） 

各年度のサービス給付費＝各年度のサービス利用者数×1人 1 月あたり給付費×12 

 

（在宅サービス） 

各年度のサービス給付費 

（回数を整理していないサービス） 

＝各年度のサービス利用者数×1 人 1 月あたり給付費×12 

（回数を整理したサービス） 

＝各年度のサービス利用者数×1人 1月あたり利用回（日）数×1人（1回（日））1月あたり給付費×12 

 

※1 人 1 月あたり給付費は保険者が以下の①～③から選択（①を推奨） 

①平成 29 年度の実績値 

②平成 28 年度の実績値 

③平成 27 年度の実績値 

 

 

6)  保険料等の推計 

 

保険料基準額は保険料収納必要額を予定保険料率および所得段階別加入割合補正後被保

険者数で除して算出する。 

 

【推計式の概要】 

保険料基準額（年額） 

＝(A) 保険料収納必要額÷予定保険料収納率÷所得段階別加入割合補正後被保険者数 

 

保険料基準額（月額）＝保険料基準額（年額）÷12 

 

(A) 保険料収納必要額 

＝(1) 第 1 号被保険者負担分相当額＋(2) 調整交付金相当額－(3) 調整交付金見込額 

    ＋財政安定化基金拠出金見込額+財政安定化基金償還金－準備基金取崩額+審査支払手数料差引額 

    ＋市町村特別給付費等＋市町村相互財政安定化事業負担額－市町村相互財政安定化事業交付額 

 

(1) 第 1 号被保険者負担分相当額 

＝（①標準給付費見込額+②地域支援事業費）×第 1 号被保険者負担割合 

 

(2) 調整交付金相当額 

＝（①標準給付費見込額+②-1介護予防・日常生活支援総合事業費）×全国平均の調整交付金交付割合 5% 

 

(3) 調整交付金見込額 

＝（①標準給付費見込額+②-1介護予防・日常生活支援総合事業費×調整交付金見込交付割合 

 

①標準給付費見込額 

＝総給付費+特定入所者介護サービス費+高額介護サービス費等給付額 

+高額医療合算介護サービス費等給付額+算定対象審査支払手数料 

 

②地域支援事業費＝②-1 介護予防・日常生活支援総合事業費+包括的支援事業・任意事業費 

 



12 

 

（２） 第 7 期推計用ワークシートを用いた推計と分析 

 

（１）の第 7 期推計用ワークシートを活用し、第 6 期（H27～H29 年度）の実績から、

2025年に加えて、2030年、2040年、2045年におけるサービス見込み量、介護保険料等を

保険者別1に推計した。 

 

1)  実績値 

 

推計に使用した実績値の一覧は以下のとおりである。 

 

図表 2 実績値一覧 

項目 データソース 

被保険者数 国立社会保障・人口問題研究所 

日本の地域別将来推計人口（平成 30（2018）年推計） 

要介護認定者数 厚生労働省介護保険事業状況報告 

各年度 9 月月報 

介護サービス利用者数 厚生労働省介護保険事業状況報告 

H27：平成 27 年度年報 

H28、H29：各年度月報（5 月月報～翌 4 月月報） 

介護サービス利用回数・日数 厚生労働省介護保険事業状況報告 

H27：平成 27 年度年報 

H28、H29：各年度月報（5 月月報～翌 4 月月報） 

介護サービス給付費 厚生労働省介護保険事業状況報告 

H27：平成 27 年度年報 

H28、H29：各年度月報（5 月月報～翌 4 月月報） 

 

 
1 保険者については、2025年以降においても現在の保険者が維持されると仮定。ただし、今回の分析においては、国立社会保

障・人口問題研究所による将来推計人口が示されていない福島県の 59 保険者、平成 30 年度より東三河広域連合となった 8

市町村（豊橋市、豊川市、蒲郡市、新城市、田原市、設楽町、東栄町、豊根村）および市制移行した那珂川町を分析対象から

除外しているため、保険者の全数は 1,510保険者となっている。 
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2)  推計方法・推計値等 

 

第 7期推計用ワークシートにおける推計方法は（１）に記載したとおりであるが、今回の

検討における推計方法・推計値等に係る詳細条件は以下のとおりである。 

 

 

図表 3 推計方法・推計値等一覧 

項目 推計方法・推計値等 

要介護認定者数 各年度の推計被保険者数×推計要介護認定率 

推計要介護認定率は H29 を起点に H28→H29 の伸びにより算定 

施設サービス利用者数 各年度の推計要介護認定者数×推計利用率 

推計利用率は H29 を起点に H28→H29 の伸びにより算定 

ただし、介護老人福祉施設の要介護 1、2 は H29 の実績値を使用 

居住系サービス利用者数 各年度の推計要介護認定者数×推計利用率 

推計利用率は H29 を起点に H28→H29 の伸びにより算定 

在宅サービス利用者数 各年度の推計在宅サービス対象者数×推計利用率 

推計利用率は H29 を起点に H28→H29 の伸びにより算定 

在宅サービス利用回数・日数 H29 を起点に H28→H29 の伸びにより算定 

介護サービス給付費 H29 実績値を使用 

保険料算定関係の費用等2 保険者の報告値（H37）を使用 

保険料の推計に要する係数3 第 7 期ワークシートにおける H37 の値を使用 

 

 

 
2 特定入所者介護サービス費等給付額、高額介護サービス費等給付額、高額医療合算介護サービス費等給付額、算定対象審

査支払手数料、財政安定化基金拠出率、財政安定化基金償還金、準備基金取崩額、審査手数料差引額、地域支援事業費、
市町村特別給付費等、市町村相互財政安定化事業負担額・交付額、予定保険料収納率、所得段階別第 1 号被保険者割合 

3 第１号被保険者負担割合（25%）、後期高齢者加入割合補正係数の算出に係る係数（全国値）、所得段階別加入割合補正係数

の算出に係る係数（全国値） 
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3)  推計の前提条件 

 

要介護認定率およびサービス利用率の伸びや設定した上下限値を調整した以下の 3 ケー

スについて推計を行った。 

 

図表 4 設定したケース 

ケース 条件 

基本ケース 
2030 年以降の認定率：H29 年度から一定 

2030 年以降のサービス利用率：H29 年度から一定 

ケース１ 
2030 年以降の認定率：上下限値設定なし 

2030 年以降のサービス利用率：上下限値設定なし 

ケース２ 
2025 年以降の認定率：R2 年度に対して上下限値±10%を設定 

2025 年以降のサービス利用率：R2 年度に対して上下限値±10%を設定 
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4)  推計結果 

① 基本ケース（認定率・利用率一定） 

a)  保険料月額 

 

保険者別の保険料額の分布を図表 5 に示した。2030 年は 6,000 円以上 7,000 円未満が

570保険者（37.7%）4、2040年は 7,000円以上 8,000円未満が 536保険者（35.5%）、2045

年 7,000 円以上 8,000 円未満が 534 保険者（35.4%）と最も多かった。保険料が 1 万円を

超えるような高額な保険者も見られるが、それらは小規模な保険者（第 1 号被保険者数が

少ない保険者）であった（図表 6）。 

なお、全国の介護保険料額（月額・加重平均）は、2030年は 7,120円、2040年は 7,210

円、2045年は 7,240円であった。 

また、保険者別の保険料額の伸び（対 2025年）の分布を図表 7に示した。いずれの年度

も 1倍以上 1.25倍未満が最も多く、2030年は 1,169保険者（77.4%）、2040年は 1,301保

険者（86.2%）、2045 年は 1,371 保険者（90.8%）であった。保険料額と同様、2 倍を超え

るような保険料額の伸びが大きい保険者も見られるが、それらは小規模な保険者（第 1 号

被保険者数が少ない保険者）であった（図表 8）。 

 

b)  第 1号被保険者 1人あたり給付月額 

 

保険者別の第 1 号被保険者 1 人あたり給付月額の分布を図表 9 に示した。いずれの年度

も 2万円以上 3万円未満が最も多く、2030年は 1,212保険者（80.3%）、2040年は 842保

険者（55.8%）、2045年は 832保険者（55.1%）であった。なお、保険料額と同様、1人あ

たり給付月額が 4 万円を超えるような高額な保険者も見られるが、それらは小規模な保険

者（第 1号被保険者数が少ない保険者）であった（図表 10）。 

 

 

  

 
4 ここでの検討における保険者の全数 1,510 保険者に対する割合。以下、同じ。 
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図表 5 保険者別の保険料額の分布（基本ケース） 
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図表 6 保険者規模（第 1号被保険者数）と保険料額（基本ケース）5 

 

 

 

 

  

 
5 保険者の全数を表示した場合、保険料月額（縦軸）の最大値が大きく、散布図が見にくいため、ここでは縦軸を 5 万円まで表

示している。 
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図表 7 保険者別の保険料額の伸びの分布（基本ケース） 
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図表 8 保険者規模（第 1号被保険者数）と保険料額の伸び（基本ケース）6 

 

 

 

  

 
6 保険者の全数を表示した場合、保険料月額の伸び（対 2025年）（縦軸）の最大値が大きく、散布図が見にくいため、ここでは縦

軸を 5 倍まで表示している。 
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図表 9 保険者別の第 1号被保険者 1 人あたり給付費の分布（基本ケース） 
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図表 10 保険者規模（第 1 号被保険者数）と第 1 号被保険者 1 人あたり給付月額（基本ケース） 
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② ケース１（上下限設定なし） 

a)  保険料月額 

 

保険者別の保険料額の分布を図表 11 に示した。2030 年は 1 万円以上 1 万 2 千円未満が

216 保険者（14.3%）7と最も多いが、2040 年、2045 年では 4 万円以上が約 3～4 割を占め

る。保険料が 4 万円以上と高額な保険者は小規模な保険者（第 1 号被保険者数が少ない保険

者）であった（図表 12）。 

なお、全国の介護保険料額（月額・加重平均）は、2030年は 9,910円、2040年は 14,700

円、2045年は 17,560円であった。 

また、保険者別の保険料額の伸び（対 2025 年）の分布を図表 13 に示した。2030 年は

1 倍以上 1.5倍未満が 810 保険者（53.6%）と最も多いが、2040年は 2.5倍以上 3 倍未満

が 412 保険者（27.3%）、2045 年は 3 倍以上 3.5 倍未満が 309 保険者（20.5%）と最も

多かった。保険料額と同様、保険料額の伸びが 3 倍以上と大きい保険者は小規模な保険

者（第 1 号被保険者数が少ない保険者）であった（図表 14）。 

 

b)  第 1号被保険者 1人あたり給付月額 

 

保険者別の第 1 号被保険者 1 人あたり給付月額の分布を図表 15 に示した。2030 年は 2

万 5千円以上 5万円未満が 564保険者（37.4%）と最も多く、2040年は 5万円以上 7万 5

千円未満が 226 保険者（15.0%）、2045 年は 10 万円以上 12 万 5 千円未満が 170 保険者

（11.3%）と最も多かった。なお、保険料額と同様、1人あたり給付月額が 10万円以上と高

額な保険者は小規模な保険者（第 1号被保険者数が少ない保険者）であった（図表 16）。 

 

 

  

 
7 ここでの検討における保険者の全数 1,510 保険者に対する割合。以下、同じ。 
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図表 11 保険者別の保険料額の分布（ケース１） 
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図表 12 保険者規模（第 1 号被保険者数）と保険料額（ケース１）8 

 

 

 

 

  

 
8 保険者の全数を表示した場合、保険料月額（縦軸）の最大値が大きく、散布図が見にくいため、ここでは縦軸を 14万円まで表

示している。 
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図表 13 保険者別の保険料額の伸びの分布（ケース１） 
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図表 14 保険者規模（第 1 号被保険者数）と保険料額の伸び（ケース１）9 

 

 

 
 

  

 
9 保険者の全数を表示した場合、保険料月額の伸び（対 2025年）（縦軸）の最大値が大きく、散布図が見にくいため、ここでは縦

軸を 10倍まで表示している。 
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図表 15 保険者別の第 1号被保険者 1 人あたり給付費の分布（ケース１） 
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図表 16 保険者規模（第 1 号被保険者数）と第 1 号被保険者 1 人あたり給付月額（ケース１）10 

 

 

 
 
 

 
10 保険者の全数を表示した場合、第 1 号被保険者 1 人あたり給付月額（縦軸）の最大値が大きく、散布図が見にくいため、ここ

では縦軸を 50 万円まで表示している。 
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③ ケース２（上下限±10%） 

a)  保険料月額 

 

保険者別の保険料額の分布を図表 17 に示した。2030 年は 7,000 円以上 8,000 円未満が

374保険者（24.8%）11、2040年は 8,000円以上 9,000円未満が 320保険者（21.2%）、2045

年は 9,000 円以上 1 万円未満が 259 保険者（17.2%）と最も多かった。保険料が 1 万円を

超えるような高額な保険者も見られるが、それらは小規模な保険者（第 1 号被保険者数が

少ない保険者）であった（図表 18）。 

なお、全国の介護保険料額（月額・加重平均）は、2030年は 7,820円、2040年は 8,430

円、2045年は 8,750円であった。 

また、保険者別の保険料額の伸び（対 2025 年）の分布を図表 19 に示した。いずれの年

度も 1倍以上 1.25倍未満が最も多く、2030年は 1,389保険者（92.0%）、2040年は 993保

険者（65.8%）、2045年は 664保険者（44.0%）であった。保険料額と同様、2倍を超える

ような保険料額の伸びが大きい保険者も見られるが、それらは小規模な保険者（第 1 号被

保険者数が少ない保険者）であった（図表 20）。 

 

b)  第 1号被保険者 1人あたり給付月額 

 

保険者別の第 1号被保険者 1人あたり給付月額の分布を図表 21に示した。いずれの年度

も 3万円以上 4万円未満が最も多く、2030年は 650保険者（43.0%）、2040年は 576保険

者（38.1%）、2045年は 499保険者（33.0%）であった。なお、保険料額と同様、1人あた

り給付月額が 5 万円を超えるような高額な保険者も見られるが、それらは小規模な保険者

（第 1号被保険者数が少ない保険者）であった（図表 22）。 

 

  

 
11 ここでの検討における保険者の全数 1,510 保険者に対する割合。以下、同じ。 
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図表 17 保険者別の保険料額の分布（ケース２） 
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図表 18 保険者規模（第 1 号被保険者数）と保険料額（ケース２）12 

 

 

 

 

 

  

 
12 保険者の全数を表示した場合、保険料月額（縦軸）の最大値が大きく、散布図が見にくいため、ここでは縦軸を 5 万円まで表

示している。 
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図表 19 保険者別の保険料額の伸びの分布（ケース２） 
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図表 20 保険者規模（第 1 号被保険者数）と保険料額の伸び（ケース２）13 

 

 

 
 

  

 
13 保険者の全数を表示した場合、保険料月額の伸び（対 2025年）（縦軸）の最大値が大きく、散布図が見にくいため、ここでは

縦軸を 5 倍まで表示している。 
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図表 21 保険者別の第 1号被保険者 1 人あたり給付費の分布（ケース２） 
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図表 22 保険者規模（第 1 号被保険者数）と第 1 号被保険者 1 人あたり給付月額（ケース２）14 

 

 

 
 

 

 
14 保険者の全数を表示した場合、第 1 号被保険者 1 人あたり給付月額（縦軸）の最大値が大きく、散布図が見にくいため、ここ

では縦軸を 20 万円まで表示している。 
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5)  推計結果の分析 

 

推計した 3ケースにおける 2030年、2040年、2045年の全国の介護保険料額（月額・加

重平均）を図表 23に整理した。 

基本ケースでは、2030年の全国の介護保険料額は第 7期保険料に対して 21.3%、2045年

の全国の介護保険料額は第 7 期保険料に対して 23.5%の伸びであり、2030 年から 2045 年

にかけての伸び率は約 2%分であった。この結果から、高齢者人口の推移による影響は限定

的であると考えられる一方、ケース１では同じ 2030 年から 2045 年にかけて約 130%分

（68.9%から 199.2%）の伸び率を示しており、要介護認定やサービス利用の伸びの動向が

大きいことが分かる。ただし、ケース１では、第 6期中の伸びの動向が 2045年までの長期

的な将来にわたって継続すると仮定されていることに留意する必要がある。過去の伸びの

動向は介護保険制度の浸透に伴う要介護認定やサービスの需要増による影響を受けたもの

であり、今後は、制度が十分に浸透し、伸びの動向としては鈍化すると考えられることから、

ケース２が現実的なケースとして想定される。 

 

 

図表 23 全国の介護保険料額（月額・加重平均） 

第 7 期  2030 年 2040 年 2045 年 

5,869 円 基本ケース 
 
 
ケース１ 
 
 
ケース２ 

7,120 円 
（+21.3%） 

 
9,910 円 
（+68.9%） 

 
7,820 円 
（+33.2%） 

7,210 円 
（+23.0%） 

 
14,700 円 
（+150.5%） 

 
8,430 円 
（+43.6%） 

7,240 円 
（+23.5%） 

 
17,560 円 
（+199.2%） 

 
8,750 円 
（+49.1%） 

*) （  ）は、第 7 期保険料15を基準とした伸び率である。 

 

 
15 厚生労働省 第７期計画期間における介護保険の第１号保険料及びサービス見込み量等について 

https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000207410.html （最終アクセス日：2020年 4 月 1日） 
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Ⅱ．第 8 期推計用ワークシートの作成と推計 

（１） 第 8 期推計用ワークシートの作成 

 

第 8期介護保険事業計画の作成に当たっては、第 7期（H30～R2年度）の実績から、第

8期（R3～R5年度）および 2025年におけるサービス見込み量、介護保険料等を推計する。

そこで、基本的な推計方法は第 7 期推計用ワークシートの推計方法を踏襲しつつ、推計に

用いる実績値を第 7期に準ずる直近の実績（H29～R1年度）に差し替えた第 8期推計用ワ

ークシートを作成した。 

 

1)  実績値 

 

第 8期推計用ワークシートにおいて用いた実績値の一覧は以下のとおりである。 

 

図表 24 実績値一覧 

項目 データソース 

被保険者数 国立社会保障・人口問題研究所 
日本の地域別将来推計人口（平成 30（2018）年推計） 

要介護認定者数 厚生労働省介護保険事業状況報告 
各年度 9 月月報 

サービス利用者数 厚生労働省介護保険事業状況報告 
H29：平成 29 年度年報 
H30：平成 30 年 5 月月報～平成 31年 4 月月報 
R1 ：令和元年 5 月月報～10 月月報から実績見込みを推計 

サービス利用回数・日数 厚生労働省介護保険事業状況報告 
H29：平成 29 年度年報 
H30：平成 30 年 5 月月報～平成 31年 4 月月報 
R1 ：令和元年 5 月月報～10 月月報から実績見込みを推計 

サービス給付費 厚生労働省介護保険事業状況報告 
H29：平成 29 年度年報 
H30：平成 30 年 5 月月報～平成 31年 4 月月報 
R1 ：令和元年 5 月月報～10 月月報から実績見込みを推計 

保険料算定関係費用等16 厚生労働省介護保険事業状況報告 H29 年度年報 

 

 
16 特定入所者介護サービス費等給付額、高額介護サービス費等給付額、高額医療合算介護サービス費等給付額、算定対象審
査支払手数料、財政安定化基金拠出率、財政安定化基金償還金、準備基金取崩額、審査手数料差引額、地域支援事業費、市

町村特別給付費等、市町村相互財政安定化事業負担額・交付額、予定保険料収納率、所得段階別第 1号被保険者割合 
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2)  推計方法・推計値等 

 

第 8期推計用ワークシートにおける推計方法・推計値等は以下のとおりである。 

 

図表 25 推計方法・推計値等一覧 

項目 推計方法・推計値等 

要介護認定者数 各年度の推計被保険者数×推計要介護認定率 

推計要介護認定率は R1 を起点に H29→R1 の伸びの 1/2 により算定 

2025 年以降の認定率は R4（2022）に対して上下限値を設定 

施設サービス利用者数 【第 8期】 

R1 実績値を使用 

【2025年以降】 

各年度の推計要介護認定者数×推計利用率 

推計利用率は R1 を起点に H29→R1 の伸びの 1/2 により算定 

ただし、介護老人福祉施設の要介護１・２は R1 の実績値を使用 

利用率は R4（2022）に対して上下限値を設定 

居住系サービス利用者数 各年度の推計要介護認定者数×推計利用率 

推計利用率は R1 を起点に H29→R1 の伸びの 1/2 により算定 

2025 年以降の利用率は R4（2022）に対して上下限値を設定 

在宅サービス利用者数 各年度の推計在宅サービス対象者数×推計利用率 

推計利用率は R1 を起点に H29→R1 の伸びの 1/2 により算定 

2025 年以降の利用率は R4（2022）に対して上下限値を設定 

サービス利用回数・日数 R1 を起点に H29→R1 の伸びの 1/2 により算定 

サービス給付費 H30 実績値を使用 

ただし、H30 =0 の場合、R1 実績値または H29 実績値を使用 

保険料算定関係費用等 【特定入所者介護サービス費等給付額、高額介護サービス費等給付額、

高額医療合算介護サービス費等給付額、算定対象審査支払手数料、

市町村特別給付費等】 

H29 実績値×各年度の推計認定者数／H29 認定者数 

【地域支援事業費】 

H29 実績値×各年度の推計総給付費／H29 総給付費 

【財政安定化基金拠出率、財政安定化基金償還金、市町村相互財政

安定化事業負担額、市町村相互財政安定化事業交付額、予定保険料

収納率、所得段階別第１号被保険者割合】 

H29 実績値を使用 

保険料推計に要する係数17 第 7 期ワークシートにおける H37 の値を使用 

 
17 第１号被保険者負担割合（23.4%）、後期高齢者加入割合補正係数の算出に係る係数（全国値）、所得段階別加入割合補正係

数の算出に係る係数（全国値） 
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（２） 第 8 期推計用ワークシートを用いた推計と分析 

1)  推計の前提条件 

 

要介護認定率およびサービス利用率に対して設定した上下限値を以下のとおりに調整し、

4 ケースそれぞれについて、2025 年、2030 年、2035 年、2040 年、2045 年におけるサー

ビス見込み量、介護保険料等を保険者別18に推計した。 

 

 

図表 26 設定したケース 

ケース 条件 

基本ケース 
2025 年以降の認定率：上下限値設定なし（0～100%） 

2025 年以降のサービス利用率：上下限値設定なし（0～100%） 

ケース１ 
2025 年以降の認定率：R4 年度に対して上下限値±10%を設定 

2025 年以降のサービス利用率：R4 年度に対して上下限値±10%を設定 

ケース２ 
2025 年以降の認定率：R4 年度に対して上下限値±30%を設定 

2025 年以降のサービス利用率：R4 年度に対して上下限値±30%を設定 

ケース３ 
2025 年以降の認定率：R4 年度に対して上下限値±50%を設定 

2025 年以降のサービス利用率：R4 年度に対して上下限値±50%を設定 

 

 
18 保険者については、2025年以降においても現在の保険者が維持されると仮定。ただし、今回の分析においては、国立社会保

障・人口問題研究所による将来推計人口が示されていない福島県の 59 保険者を除外しているため、保険者の全数は 1,512

保険者となっている。 
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2)  推計結果 

① 基本ケース（上下限設定なし） 

a)  保険料月額 

 

保険者別の介護保険料額の分布を図表 27 に示した。2025 年、2030 年は 6,000 円以上

7,000円未満がそれぞれ 443保険者（29.3%）19、216保険者（14.3%）と最も多いが、2035

年、2040年、2045年は 2万円以上がそれぞれ 302保険者（20.0%）、536保険者（35.5%）、

725保険者（48.0%）と最も多かった。なお、保険料が 2万円以上と高額な保険者は小規模

な保険者（第 1号被保険者数が少ない保険者）である（図表 28）。 

なお、全国の介護保険料額20は、2025年は 6,650円、2030年は 7,330円、2035年は 8,210

円、2040年は 9,710円、2045年は 11,120円であった。 

また、保険者別の保険料額の伸び（対第 7期）の分布は図表 29のとおりである。2025年、

2030年は 1倍以上 1.2倍未満がそれぞれ 516保険者（34.1%）、247保険者（16.3%）と最

も多いが、2035年、2040年、2045年は 4倍以上がそれぞれ 219保険者（14.5%）、433保

険者（28.6%）、625保険者（41.3%）と最も多かった。保険者規模（第 1号被保険者数）と

保険料額の伸び（対第 7期）の関係は図表 30に示した。 

 

b)  第 1号被保険者 1人あたり給付月額 

 

保険者別の第 1 号被保険者 1 人あたり給付月額の分布を図表 31 に示した。2025 年は 2

万円以上 3万円未満が 863保険者（57.1%）、2030年、2035年は 3万円以上 4万円未満が

それぞれ 420 保険者（27.8%）、287 保険者（19.0%）、2040 年は 4 万円以上 5 万円未満が

194 保険者（12.8%）、2045 年は 20 万円以上が 203 保険者（13.4%）と最も多かった。保

険者規模（第 1号被保険者数）と第 1号被保険者 1人あたり給付月額の関係は図表 32のと

おりである。 

 

c)  要介護認定率 

 

保険者別の要介護認定率の分布を図表 33に示した。2025年、2030年は 20%以上 25%

未満が最も多く、それぞれ 581 保険者（38.4%）、493 保険者（32.6%）であった。2035

年、2040 年は 25%以上 30%未満が最も多く、それぞれ 301 保険者（19.9%）、209保険者

（13.8%）であった。2045 年は 25%以上 30%未満、30%以上 35%未満が共に 166保険者

（11.0%）であった。保険者規模（第 1 号被保険者数）と要介護認定率の関係は図表 34の

とおりである。 

 
19 ここでの検討における保険者の全数 1,512 保険者に対する割合。以下、同じ。 
20 各年度の第 1 号被保険者数による加重平均（月額・準備基金取崩前） 
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また、保険者別の要介護認定率の伸び（対第 7期）の分布を図表 35に示した。2025年で

は 1.1 倍以上 1.2 倍未満が 355 保険者（23.5%）と最も多いが、2030 年、2035 年、2040

年、2045年では 2倍以上が最も多く、それぞれ 265保険者（17.5%）、630保険者（41.7%）、

872 保険者（57.7%）、1,033 保険者（68.3%）であった。保険者規模（第 1 号被保険者数）

と要介護認定率の伸び（対第 7期）の関係は図表 36のとおりである。 

 

 

 

図表 27 保険者別の保険料額の分布（基本ケース） 
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図表 28 保険者規模（第 1 号被保険者数）と保険料額（基本ケース）21 

 
 

  

 
21 保険者の全数を表示した場合、保険料月額（縦軸）の最大値が大きく、散布図が見にくいため、ここでは縦軸を 5 万円まで表

示している。 
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図表 29 保険者別の保険料額の伸び（対第 7期）の分布（基本ケース） 
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図表 30 保険者規模（第 1 号被保険者数）と保険料額の伸び（対第 7 期）（基本ケース）22 

 
 
 

 

  

 
22 保険者の全数を表示した場合、保険料月額の伸び（対第 7 期）（縦軸）の最大値が大きく、散布図が見にくいため、ここでは縦

軸を 5 倍まで表示している。 
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図表 31 保険者別の第 1号被保険者 1 人あたり給付月額の分布（基本ケース） 
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図表 32 保険者規模（第 1 号被保険者数）と第 1 号被保険者 1 人あたり給付月額（基本ケース）23 

 
  

 
23 保険者の全数を表示した場合、第 1 号被保険者 1 人あたり給付月額（縦軸）の最大値が大きく、散布図が見にくいため、ここ

では縦軸を 20 万円まで表示している。 
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図表 33 保険者別の要介護認定率の分布（基本ケース） 
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図表 34 保険者規模（第 1 号被保険者数）と要介護認定率（基本ケース） 
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図表 35 保険者別の要介護認定率の伸び（対第 7期）の分布（基本ケース） 
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図表 36 保険者規模（第 1 号被保険者数）と要介護認定率の伸び（対第 7 期）（基本ケース）24 

 
 

 

 
24 保険者の全数を表示した場合、要介護認定率の伸び（対第 7 期）（縦軸）の最大値が大きく、散布図が見にくいため、ここでは

縦軸を 5 倍まで表示している。 
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② ケース１（上下限±10%） 

a)  保険料月額 

 

保険者別の介護保険料額の分布を図表 37に示した。2025年、2030年、2035年は 6,000

円以上 7,000円未満がそれぞれ 546保険者（36.1%）25、475保険者（31.4%）、423保険者

（28.0%）、2040年、2045年は 7,000円以上 8,000円未満がそれぞれ 419保険者（27.7%）、

402保険者（26.6%）と最も多かった。なお、保険料が 1万円以上と高額な保険者は小規模

な保険者（第 1号被保険者数が少ない保険者）である（図表 38）。 

なお、全国の介護保険料額26は、2025 年は 6,670 円、2030 年は 6,920 円、2035 年は

 7,070円、2040年は 7,450円、2045年は 7,610円であった。 

また、保険者別の保険料額の伸び（対第 7期）の分布は図表 39のとおりである。2025年、

2030年は 1倍以上 1.2倍未満がそれぞれ 666保険者（44.0%）、532保険者（35.2%）、2035

年、2040 年、2045 年は 1.2 倍以上 1.4 倍未満がそれぞれ 452 保険者（29.9%）、450 保険

者（29.8%）、417保険者（27.6%）と最も多かった。保険者規模（第 1号被保険者数）と保

険料額の伸び（対第 7期）の関係は図表 40に示した。 

 

b)  第 1号被保険者 1人あたり給付月額 

 

保険者別の第 1号被保険者 1人あたり給付月額の分布を図表 41に示した。2025年、2030

年は 2 万円以上 3 万円未満がそれぞれ 986 保険者（65.2%）、773 保険者（51.1%）、2035

年、2040 年、2045 年は 3 万円以上 4万円未満がそれぞれ 671 保険者（44.4%）、671 保険

者（44.4%）、611保険者（40.4%）と最も多かった。保険者規模（第 1号被保険者数）と第

1号被保険者 1人あたり給付月額の関係は図表 42のとおりである。 

 

c)  要介護認定率 

 

保険者別の要介護認定率の分布を図表 43に示した。いずれの年度も 20%以上 25%未満が

最も多く、2025年は 645保険者（42.7%）、2030年は 781保険者（51.7%）、2035年は 727

保険者（48.1%）、2040年は 663保険者（43.8%）、2045年は 646保険者（42.7%）であっ

た。保険者規模（第 1号被保険者数）と要介護認定率の関係は図表 44のとおりである。 

また、保険者別の要介護認定率の伸び（対第 7期）の分布を図表 45に示した。2025年は

1.1 倍以上 1.2 倍未満が 464保険者（30.7%）、2030 年は 1.2 倍以上 1.3 倍未満が 369 保険

者（24.4%）、2035 年、2040 年、2045 年は 1.3 倍以上 1.4 倍未満がそれぞれ 344 保険者

（22.8%）、362保険者（23.9%）、359保険者（23.7%）と最も多かった。保険者規模（第 1

号被保険者数）と要介護認定率の伸び（対第 7期）の関係は図表 46のとおりである。 

 
25 ここでの検討における保険者の全数 1,512 保険者に対する割合。以下、同じ。 
26 各年度の第 1 号被保険者数による加重平均（月額・準備基金取崩前） 
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図表 37 保険者別の保険料額の分布（ケース１） 
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図表 38 保険者規模（第 1 号被保険者数）と保険料額（ケース１）27 

 
  

 
27 保険者の全数を表示した場合、保険料月額（縦軸）の最大値が大きく、散布図が見にくいため、ここでは縦軸を 5 万円まで表

示している。 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

保
険
料
月
額
（
円
）

第1号被保険者数（千人）

第1号被保険者数と保険料月額（2040年）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

0 200 400 600 800 1,000 1,200

保
険
料
月
額
（
円
）

第1号被保険者数（千人）

第1号被保険者数と保険料月額（2025年）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

0 200 400 600 800 1,000 1,200

保
険
料
月
額
（
円
）

第1号被保険者数（千人）

第1号被保険者数と保険料月額（2035年）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

0 200 400 600 800 1,000 1,200

保
険
料
月
額
（
円
）

第1号被保険者数（千人）

第1号被保険者数と保険料月額（2030年）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

保
険
料
月
額
（
円
）

第1号被保険者数（千人）

第1号被保険者数と保険料月額（2045年）



54 

 

図表 39 保険者別の保険料額の伸び（対第 7期）の分布（ケース１） 
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図表 40 保険者規模（第 1 号被保険者数）と保険料額の伸び（対第 7 期）（ケース１）28 

 
 
 

  

 
28 保険者の全数を表示した場合、保険料月額の伸び（対第 7 期）（縦軸）の最大値が大きく、散布図が見にくいため、ここでは縦

軸を 5 倍まで表示している。 
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図表 41 保険者別の第 1号被保険者 1 人あたり給付月額の分布（ケース１） 
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図表 42 保険者規模（第 1 号被保険者数）と第 1 号被保険者 1 人あたり給付月額（ケース１）29 

 
  

 
29 保険者の全数を表示した場合、第 1 号被保険者 1 人あたり給付月額（縦軸）の最大値が大きく、散布図が見にくいため、ここ

では縦軸を 20 万円まで表示している。 
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図表 43 保険者別の要介護認定率の分布（ケース１） 
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図表 44 保険者規模（第 1 号被保険者数）と要介護認定率（ケース１） 
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図表 45 保険者別の要介護認定率の伸び（対第 7期）の分布（ケース１） 
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図表 46 保険者規模（第 1 号被保険者数）と要介護認定率の伸び（対第 7 期）（ケース１） 
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③ ケース２（上下限±30%） 

a)  保険料月額 

 

保険者別の介護保険料額の分布を図表 47 に示した。2025 年は 6,000 円以上 7,000 円未

満が 455保険者（30.1%）30、2030年、2035年、2040年は 7,000円以上 8,000円未満がそ

れぞれ 368保険者（24.3%）、343保険者（22.7%）、334保険者（22.1%）、2045年は 8,000

円以上 9,000円未満が 282保険者（18.7%）と最も多かった。なお、保険料が 1万円以上と

高額な保険者は小規模な保険者（第 1号被保険者数が少ない保険者）である（図表 48）。 

なお、全国の介護保険料額31は、2025 年は 6,730 円、2030 年は 7,070 円、2035 年は

 7,220円、2040年は 7,630円、2045年は 7,790円であった。 

また、保険者別の保険料額の伸び（対第 7期）の分布は図表 49のとおりである。2025年

では 1倍以上 1.2倍未満が 515保険者（34.1%）と最も多く、2030年、2035年、2040年、

2045 年は 1.2 倍以上 1.4 倍未満がそれぞれ 412 保険者（27.2%）、389 保険者（25.7%）、

353保険者（23.3%）、321保険者（21.2%）と最も多かった。保険者規模（第 1号被保険者

数）と保険料額の伸び（対第 7期）の関係は図表 50に示した。 

 

b)  第 1号被保険者 1人あたり給付月額 

 

保険者別の第 1 号被保険者 1 人あたり給付月額の分布、および第 1 号被保険者数との関

係を図表 51、図表 52に示した。2025年、2030年は 2万円以上 3万円未満がそれぞれ 882

保険者（58.3%）、569保険者（37.6%）、2035年、2040年、2045年は 3万円以上 4万円未満

がそれぞれ 625保険者（41.3%）、584保険者（38.6%）、532保険者（35.2%）と最も多かった。 

 

c)  要介護認定率 

 

保険者別の要介護認定率の分布、および第 1号被保険者数との関係を図表 53、図表 54に

示した。2025年、2030年、2035年は 20%以上 25%未満が最も多く、それぞれ 647保険者

（42.8%）、737保険者（48.7%）、600保険者（39.7%）であった。2040年、2045年は 25%

以上 30%未満が最も多く、それぞれ 537保険者（35.5%）、514保険者（34.0%）であった。 

また、保険者別の要介護認定率の伸び（対第 7期）の分布、および第 1号被保険者数との

関係を図表 55、図表 56に示した。2025年では 1.1倍以上 1.2倍未満が 383保険者（25.3%）、

2030 年では 1.2 倍以上 1.3 倍未満が 293 保険者（19.4%）、2035 年では 1.3 倍以上 1.4 倍

未満が 267 保険者（17.7%）、2040 年、2045 年では 1.4 倍以上 1.5 倍未満がそれぞれ 278

保険者（18.4%）、270保険者（17.9%）と最も多かった。 

 
30 ここでの検討における保険者の全数 1,512 保険者に対する割合。以下、同じ。 
31 各年度の第 1 号被保険者数による加重平均（月額・準備基金取崩前） 
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図表 47 保険者別の保険料額の分布（ケース２） 
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図表 48 保険者規模（第 1 号被保険者数）と保険料額（ケース２）32 

 
 

  

 
32 保険者の全数を表示した場合、保険料月額（縦軸）の最大値が大きく、散布図が見にくいため、ここでは縦軸を 5 万円まで表

示している。 
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図表 49 保険者別の保険料額の伸び（対第 7期）の分布（ケース２） 
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図表 50 保険者規模（第 1 号被保険者数）と保険料額の伸び（対第 7 期）（ケース２）33 

 
 
 

  

 
33 保険者の全数を表示した場合、保険料月額の伸び（対第 7 期）（縦軸）の最大値が大きく、散布図が見にくいため、ここでは縦

軸を 5 倍まで表示している。 
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図表 51 保険者別の第 1号被保険者 1 人あたり給付月額の分布（ケース２） 
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図表 52 保険者規模（第 1 号被保険者数）と第 1 号被保険者 1 人あたり給付月額（ケース２）34 

  

 
34 保険者の全数を表示した場合、第 1 号被保険者 1 人あたり給付月額（縦軸）の最大値が大きく、散布図が見にくいため、ここ

では縦軸を 20 万円まで表示している。 
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図表 53 保険者別の要介護認定率の分布（ケース２） 
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図表 54 保険者規模（第 1 号被保険者数）と要介護認定率（ケース２） 
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図表 55 保険者別の要介護認定率の伸び（対第 7期）の分布（ケース２） 
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図表 56 保険者規模（第 1 号被保険者数）と要介護認定率の伸び（対第 7 期）（ケース２） 
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④ ケース３（上下限±50%） 

a)  保険料月額 

 

保険者別の介護保険料額の分布を図表 57 に示した。2025 年は 6,000 円以上 7,000 円未

満が 429保険者（28.4%）35、2030年、2035年、2040年は 7,000円以上 8,000円未満がそ

れぞれ 311保険者（20.6%）、297保険者（19.6%）、247保険者（16.3%）、2045年は 8,000

円以上 9,000円未満が 231保険者（15.3%）と最も多かった。なお、保険料が 1万円以上と

高額な保険者は小規模な保険者（第 1号被保険者数が少ない保険者）である（図表 58）。 

なお、全国の介護保険料額36は、2025 年は 6,720 円、2030 年は 7,160 円、2035 年は

 7,330円、2040年は 7,770円、2045年は 7,940円であった。 

また、保険者別の保険料額の伸び（対第 7期）の分布は図表 59のとおりである。2025年

では 1倍以上 1.2倍未満が 489保険者（32.3%）と最も多く、2030年、2035年、2040年、

2045年では 1.2倍以上 1.4 倍未満がそれぞれ 331保険者（21.9%）、296 保険者（19.6%）、

263保険者（17.4%）、240保険者（15.9%）と最も多かった。保険者規模（第 1号被保険者

数）と保険料額の伸び（対第 7期）の関係は図表 60に示した。 

 

b)  第 1号被保険者 1人あたり給付月額 

 

保険者別の第 1 号被保険者 1 人あたり給付月額の分布、および第 1 号被保険者数との関

係を図表 61、図表 62に示した。2025年では 2万円以上 3万円未満が 853保険者（56.4%）、

2030年、2035年、2040年、2045年は3万円以上4万円未満がそれぞれ538保険者（35.6%）、

544保険者（36.0%）、478保険者（31.6%）、430険者（28.4%）と最も多かった。 

 

c)  要介護認定率 

 

保険者別の要介護認定率の分布、および第 1号被保険者数との関係を図表 63、図表 64に

示した。2025年、2030年は 20%以上 25%未満が最も多く、それぞれ 615保険者（40.7%）、

650保険者（43.0%）であった。2035年、2040年、2045年は 25%以上 30%未満が最も多

く、それぞれ 502保険者（33.2%）、497保険者（32.9%）、486保険者（32.1%）であった。 

また、保険者別の要介護認定率の伸び（対第 7期）の分布、および第 1号被保険者数との

関係を図表 65、図表 66に示した。2025年では 1.1倍以上 1.2倍未満が 346保険者（22.9%）、

2030 年では 1.3 倍以上 1.4 倍未満が 241 保険者（15.9%）、2035 年では 1.4 倍以上 1.5 倍

未満が 205 保険者（13.6%）、2040 年では 1.5 倍以上 1.6 倍未満が 199 保険者（13.2%）、

2045年では 1.4倍以上 1.5倍未満が 210保険者（13.9%）と最も多かった。 

 
35 ここでの検討における保険者の全数 1,512 保険者に対する割合。以下、同じ。 
36 各年度の第 1 号被保険者数による加重平均（月額・準備基金取崩前） 
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図表 57 保険者別の保険料額の分布（ケース３） 

 
 

 

 

 

  

10152111119263152
85

120

187

293

429

216

131000
0

100

200

300

400

500

600

700

800

保
険
者
数

保険料月額（2025年）

37
1010151637315354

114139
174

236
297

223

63
30000

0

100

200

300

400

500

600

700

800

保
険
者
数

保険料月額（2035年）

74
17192930475268

104106
164

197
231209

140

2230000
0

100

200

300

400

500

600

700

800

保
険
者
数

保険料月額（2045年）

58
5172626305052

97
129134

200
241247

161

37
20000

0

100

200

300

400

500

600

700

800

保
険
者
数

保険料月額（2040年）

2449151622343860
93

124
166

230

311
272

89

50000
0

100

200

300

400

500

600

700

800

保
険
者
数

保険料月額（2030年）



75 

 

図表 58 保険者規模（第 1 号被保険者数）と保険料額（ケース３）37 

 
 

  

 
37 保険者の全数を表示した場合、保険料月額（縦軸）の最大値が大きく、散布図が見にくいため、ここでは縦軸を 5 万円まで表

示している。 
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図表 59 保険者別の保険料額の伸び（対第 7期）の分布（ケース３） 
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図表 60 保険者規模（第 1 号被保険者数）と保険料額の伸び（対第 7 期）（ケース３）38 

 
 
 

 

  

 
38 保険者の全数を表示した場合、保険料月額の伸び（対第 7 期）（縦軸）の最大値が大きく、散布図が見にくいため、ここでは縦

軸を 5 倍まで表示している。 
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図表 61 保険者別の第 1号被保険者 1 人あたり給付月額の分布（ケース３） 
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図表 62 保険者規模（第 1 号被保険者数）と第 1 号被保険者 1 人あたり給付月額（ケース３）39 

 
  

 
39 保険者の全数を表示した場合、第 1 号被保険者 1 人あたり給付月額（縦軸）の最大値が大きく、散布図が見にくいため、ここ

では縦軸を 20 万円まで表示している。 
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図表 63 保険者別の要介護認定率の分布（ケース３） 
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図表 64 保険者規模（第 1 号被保険者数）と要介護認定率（ケース３） 

 
  

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

要
介
護
認
定
率

第1号被保険者数（千人）

第1号被保険者数と要介護認定率（2040年）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0 200 400 600 800 1,000 1,200

要
介
護
認
定
率

第1号被保険者数（千人）

第1号被保険者数と要介護認定率（2025年）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0 200 400 600 800 1,000 1,200

要
介
護
認
定
率

第1号被保険者数（千人）

第1号被保険者数と要介護認定率（2035年）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0 200 400 600 800 1,000 1,200

要
介
護
認
定
率

第1号被保険者数（千人）

第1号被保険者数と要介護認定率（2030年）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

要
介
護
認
定
率

第1号被保険者数（千人）

第1号被保険者数と要介護認定率（2045年）



82 

 

図表 65 保険者別の要介護認定率の伸び（対第 7期）の分布（ケース３） 
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図表 66 保険者規模（第 1 号被保険者数）と要介護認定率の伸び（対第 7 期）（ケース３） 
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3)  推計結果の分析 

 

推計した 4ケースにおける 2025年、2030年、2035年、2040年、2045年の全国の介護

保険料額（月額・加重平均）を図表 67に整理した。 

基本ケースでは、2045年における全国の介護保険料額は第 7期保険料に対して約 2倍に

増加おり、第 7 期推計用ワークシートを用いた推計と比較すると伸びが鈍化している。こ

れは、要介護認定やサービス利用の伸びの動向が、実態として、H29～R1年度では第 6期

（H27～H29 年度）中よりも鈍化していることを反映したものと考えられる。ただし、基本

ケースでは、伸びは鈍化しているものの、その推移は 2045 年まで長期的に継続すると仮定さ

れており、介護保険制度の浸透を考慮すると、現実的にはさらに伸びが鈍化したケース１～３

に収束することが想定される。 

 

 

図表 67 全国の介護保険料額（月額・加重平均） 

第７期  2025 年 2030 年 2035 年 2040 年 2045 年 

5,869 円 

基本ケース 6,650 円 7,330 円 8,210 円 9,710 円 11,120円 

 （+13.4%） （+24.9%） （+39.9%） （+65.5%） （+89.5%） 

ケース１ 6,670 円 6,920 円 7,070 円 7,450 円 7,610 円 

 （+13.6%） （+17.9%） （+20.5%） （+26.9%） （+29.7%） 

ケース２ 6,730 円 7,070 円 7,220 円 7,630 円 7,790 円 

 （+14.8%） （+20.5%） （+23.0%） （+30.0%） （+32.8%） 

ケース３ 6,720 円 7,160 円 7,330 円 7,770 円 7,940 円 

 （+14.6%） （+22.1%） （+25.0%） （+32.4%） （+35.4%） 

*) （  ）は、第 7 期保険料40を基準とした伸び率である。 

 

  

 
40 厚生労働省 第７期計画期間における介護保険の第１号保険料及びサービス見込み量等について 

https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000207410.html （最終アクセス日：2020年 4 月 1日） 
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第３章 2040 年における介護保険料等のシミュレーション 

 

Ⅰ．介護保険料等のシミュレーションに係る検討 

（１） 推計シナリオの検討 

 

第２章において推計した将来のサービス見込み量および介護保険料について、2040 年を

見据えた検討を行うための基礎資料を得ることを目的とし、さらに各種の推計シナリオを

想定したシミュレーションを実施した。想定した推計シナリオは以下のとおりである。 

 

1)  保険者による施策反映 

 

2040 年に向けては、地域ごとに異なる介護ニーズの動態を踏まえ、サービス見込み量を

設定することが必要である。また、サービス基盤の整備においては、サービスごとの整備と

「介護離職ゼロサービス」の推進との関係も踏まえることが重要である。そこで、第２章Ⅱ

で実施した第 8 期推計用ワークシートを用いた推計のケース 1 において、さらに保険者に

よる施策反映を 4ケースによって見込んだ。具体的な施策反映の内容は図表 68のとおりで

ある。 

また、サービス基盤の整備においては、介護予防・日常生活支援総合事業を着実に実施す

ることも重要であり、2040 年における介護予防・日常生活支援総合事業のサービス量につ

いても推計を検討した。 
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図表 68 施策反映のケース 

ケース 施策反映の内容 

ケース 1-1 【特養・老健・療養型】 

利用率を、R1 を起点に H30→R1 の伸びにより算定 

 

【介護医療院】 

療養型の転換分＋医療療養の転換分 

医療療養転換分（7,436 人）は足元の介護医療院利用者数で要介護度別に按分 

 

介護医療院利用者数 

＝H30 介護医療院利用者数＋H30 介護療養型医療施設利用者数 

－介護療養型医療施設利用者数＋医療療養転換分 

 

【上記以外のサービス】 

施策反映なし 

ケース 1-2 【療養型・介護医療院以外のサービス】 

サービス別・予防給付／介護給付別に第 7 期推計と同人数を増減 

施策反映人数＝第 7 期施策反映後推計値－第 7 期自然体推計値 

 

【療養型・介護医療院】 

ケース 1-1 と同様 

ケース 1-3 【療養型・介護医療院以外のサービス】 

サービス別・予防給付／介護給付別に第 7 期推計と自然体推計値に対する割合が同

水準となる人数を増減 

施策反映分＝第 8期自然体推計値×（第 7期施策反映人数÷第 7期自然体推計値） 

 

【療養型・介護医療院】 

ケース 1-1 と同様 

ケース 1-4 【療養型・介護医療院以外のサービス】 

サービス別・予防給付／介護給付別に第 7 期推計と要介護（支援）認定者数に対する

割合が同水準となる人数を増減 

施策反映分 

＝第8期要介護（支援）認定者数×（第7期施策反映人数÷第7期要介護（支援）認定者数） 

 

【療養型・介護医療院】 

ケース 1-1 と同様 
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2)  給付費の範囲・利用者の自己負担割合の変更 

 

第２章Ⅰで実施した第 7 期推計用ワークシートを用いた推計のケース 2 において、さらに

給付費の範囲や利用者の自己負担割合の変更を 4 ケースによって見込んだ。具体的なケース

は以下のとおりである。 

 

図表 69 給付費の範囲・利用者の自己負担割合の変更のケース 

ケース シミュレーション内容 

ケース 2-1 介護サービスのみを給付費の範囲とする。 

ケース 2-2 介護予防支援・居宅介護支援費の 1割を利用者の自己負担とする。 

ケース 2-3 介護予防支援・居宅介護支援費の 2割を利用者の自己負担とする。 

ケース 2-4 第 1号被保険者のうち、高所得者の増加を見込む。 

*) 各所得段階（第 6段階以上）において、被保険者の 5%を次の段階に移動 

 

 

3)  第 1 号保険料・第 2 号保険料の負担割合の変更 

 

総給付費のうち、保険料負担で賄うこととされている 50%分について、第 1 号被保険者

と第 2号被保険者の負担割合を調整した。 
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（２） シミュレーション結果 

1)  保険者による施策反映 

 

第 8 期に施策反映を実施した場合41、全国の介護保険料額42およびサービス見込み量43の

推計結果は図表 70、図表 71のとおりである。 

第 7 期推計と自然体推計に対する割合が同水準となるように施策反映した場合（ケース

1-3）において最もサービス見込み量が増加し、介護保険料が高かった。次いで、第 7期推

計と要介護認定者数に対する割合が同水準となるよう施策反映した場合（ケース 1-4）、第

7期推計と同人数を施策反映した場合（ケース 1-2）が同程度のサービス見込み量の増加と

介護保険料額であった。 

 

 

図表 70 全国の介護保険料の推計結果 

第７期 

第 8 期 

自然体44 
施策反映 

ケース 1-1 ケース 1-2 ケース 1-3 ケース 1-4 

5,869 円 

5,960 円 6,020 円 6,130 円 6,220 円 6,130 円 

（+1.6%） （+2.6%） （+4.4%） （+6.0%） （+4.4%） 

6,040 円 6,100 円 6,200 円 6,290 円 6,220 円 

（+2.9%） （+3.9%） （+5.6%） （+7.2%） （+6.0%） 

*) （  ）は、第 7 期保険料45を基準とした伸び率 

*) 上段は認定率・利用率の動向を加味した場合、下段は認定率・利用率を R1 実績で一定とした場合 

  

 
41 ケース 1～3 は第 8 期の給付費の推計結果に第 7期推計時における施策反映分の給付費（各サービスの施策反映分×1 人

あたり給付費、予防給付・介護給付の別に算出）を加味したのみの粗い推計。 
42 第 7期は第 1 号被保険者数による加重平均、第 8 期は全国 1,579 保険者を 1 保険者と見なした推計によって算出した保険

料額（月額・準備基金取崩前）。 
43 第 8期は全国 1,579保険者を 1 保険者と見なした推計結果。 
44 第２章Ⅱで実施した第 8 期推計用ワークシートを用いた推計のケース 1 
45 厚生労働省 第７期計画期間における介護保険の第１号保険料及びサービス見込み量等について 

https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000207410.html （最終アクセス日：2020年 4 月 1日） 
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図表 71 サービス見込み量の推計結果（介護離職ゼロサービス分） 

（認定率・利用率の動向を加味した場合） 

 
 

（認定率・利用率を R1 実績で一定とした場合） 

 

（万人）

ケース1-1 ケース1-2 ケース1-3 ケース1-4

特別養護老人ホーム（地域密着型含む） 54.0 59.9 61.4 61.4 68.4 67.0 67.2 67.0

老人保健施設 35.0 35.5 35.6 35.6 36.0 37.9 37.9 37.9

介護療養型医療施設 6.0 4.3 3.4 3.4 0.1 0.1 0.1 0.1

介護医療院 0.4 2.8 2.8 5.4 5.4 5.4 5.4

ケアハウス(特定（地域密着型含む）×0.08) 1.6 1.9 2.0 2.5 2.6 2.6 2.6 2.6

グループホーム 18.0 20.2 20.7 23.1 23.3 24.4 24.5 24.4

定期巡回・随時対応型サービス 1.0 2.2 2.6 4.4 4.3 4.5 4.6 4.5

小規模多機能型居宅介護 8.0 10.7 11.2 13.7 13.6 15.0 15.1 15.0

看護小規模多機能型居宅介護 0.3 1.0 1.3 2.6 2.5 3.1 3.5 3.1

介護サービス計 123.9 136.1 141.1 149.5 156.1 159.9 160.8 159.9

第7期実績
（2018年） 自然体

第8期（2023年）

施策反映
第5期実績
（2015年3月）

第7期実績
（2019年）

（万人）

ケース1-1 ケース1-2 ケース1-3 ケース1-4

特別養護老人ホーム（地域密着型含む） 54.0 59.9 61.4 61.4 70.4 67.0 67.2 67.2

老人保健施設 35.0 35.5 35.6 35.6 40.7 37.9 37.9 38.0

介護療養型医療施設 6.0 4.3 3.4 3.4 0.1 0.1 0.1 0.1

介護医療院 0.4 2.8 2.8 5.4 5.4 5.4 5.4

ケアハウス(特定（地域密着型含む）×0.08) 1.6 1.9 2.0 2.3 2.3 2.4 2.4 2.4

グループホーム 18.0 20.2 20.7 23.6 23.6 24.9 25.1 25.0

定期巡回・随時対応型サービス 1.0 2.2 2.6 3.2 3.0 3.3 3.3 3.4

小規模多機能型居宅介護 8.0 10.7 11.2 13.3 12.8 14.5 14.6 14.6

看護小規模多機能型居宅介護 0.3 1.0 1.3 1.6 1.5 2.2 2.2 2.2

介護サービス計 123.9 136.1 141.1 147.3 159.9 157.7 158.2 158.3

第5期実績
（2015年3月）

第7期実績
（2018年）

第7期実績
（2019年）

第8期（2023年）

自然体
施策反映
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また、2040年における介護予防・日常生活支援総合事業のサービス量の推計として、介

護給付費等実態統計46の実績をもとに、以下の推計を実施した。推計結果は図表 73 のとお

りである。 

 

図表 72 介護予防・日常生活支援総合事業のサービス量の推計方法 

推計 推計方法 

① 性・年齢階級別に推計 

＜推計式＞ 

利用者数（2040 年） 

=被保険者数（2040 年）×{利用率（2019 年）+[利用率（2019 年）-利用率（2018 年）]×21} 
*) 利用者数、利用率、被保険者数は性・年齢階級別 

② 性・前期／後期高齢者別に推計 

＜推計式＞ 

利用者数（2040 年） 

=被保険者数（2040 年）×{利用率（2019 年）+[利用率（2019 年）-利用率（2018 年）]×21} 
*) 利用者数、利用率、被保険者数は性・前期／後期高齢者別 

③ 対 1 号被保険者数の割合によって推計 

＜推計式＞ 

利用者数（2040 年） 

=被保険者数（2040 年）×{利用率（2019 年）+[利用率（2019 年）-利用率（2018 年）]×21} 
*) 利用者数、利用率、被保険者数は性・第 1 号／第 2 号被保険者別 

④ 対後期高齢者数の割合によって推計 

＜推計式＞ 

利用者数（2040 年） 

=後期高齢者数（2040 年）×{利用率（2019 年）+[利用率（2019年）-利用率（2018 年）]×21} 
*) 利用率は後期高齢者数に対する割合 

 

図表 73 介護予防・日常生活支援総合事業のサービス量の推計結果 

 

 

 
46 2018 年は平成 30 年度 介護給付費等実態統計報告 平成 30 年 5月審査分～平成 31 年 4 月審査分 統計表第４１表 総合

事業サービス受給者数，月・性・年齢階級・要支援状態区分等別 。2019 年は 令和元年 5 月～10 月審査分の累計と前年度同

月累計から実績見込みを推計。 

2018 2019

実績 実績
推計①

（年齢階級別）

推計②

（前期・後期別）

推計③

（対1号被保険者）

推計④

（対後期高齢者）

利用率（第1号） 2.66% 2.67% 3.18% 2.61% 2.85% 2.55%

利用率（前期） 0.62% 0.61% 0.43% 0.51%

利用率（後期） 4.67% 4.64% 5.24% 4.20%

利用率（第1号）（対後期高齢者） 5.29% 5.21% 5.57% 4.58% 4.99% 4.46%

利用者数（総数）（千人） 11,357 11,506 15,064 12,407 13,522 12,098

利用者数（前期）（千人） 1,300 1,253 870 1,027

利用者数（後期）（千人） 9,900 10,099 14,089 11,275

2040
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2)  給付費の範囲・利用者の自己負担割合の変更 

給付費の範囲や利用者の自己負担割合を変更した場合、全国の介護保険料額の推計結果

は以下のとおりである。 

ケース 2-1では、2045年の全国の介護保険料額は第 7期保険料に対して 45.7%の伸びであ

り、ケース 2（49.1%）に対して約 3%ポイントの減少があった。同様に、ケース 2-2、ケース

2-3では、2045年の全国の介護保険料額は第 7期保険料に対してそれぞれ 48.6%、48.1%の

伸びであり、ケース 2 に対して、それぞれ約 0.5%ポイント、約 1%ポイントの減少があっ

た。総給付費に占める予防給付の割合は約 3%、介護予防支援・居宅介護支援の割合は約 5%

であることから、妥当な結果であると考えられる。 

ケース 2-4では、全国の介護保険料額について、ケース 2からほとんど変化がなかった。

ケース 2-4 のシミュレーションにおける全国の標準 9 段階の所得段階別加入割合の分布の

推移は図表 75 のとおりであり、各所得段階から被保険者の 5%を次の段階に移動させる程

度の変動では保険料額への影響はほぼないことが分かった。 

 

 

図表 74 全国の介護保険料の推計結果 

第７期  2030 年 2040 年 2045 年 

5,869 円 

 
ケース 2 
 
 
ケース 2-1 
 
 
ケース 2-2 
 
 
ケース 2-3 
 
 
ケース 2-4 
 

 
7,820 円 
（+33.2%） 

 
7,640 円 
（+30.2%） 

 
7,790 円 
（+32.7%） 

 
7,750 円 
（+32.0%） 

 
7,820 円 
（+33.2%） 

 

 
8,430 円 
（+43.6%） 

 
8,240 円 
（+40.4%） 

 
8,400 円 
（+43.1%） 

 
8,370 円 
（+42.6%） 

 
8,430 円 
（+43.6%） 

 

 
8,750 円 
（+49.1%） 

 
8,550 円 
（+45.7%） 

 
8,720 円 
（+48.6%） 

 
8,690 円 
（+48.1%） 

 
8,750 円 
（+49.1%） 

 

*) 「ケース 2」は第２章Ⅰで実施した第 7 期推計用ワークシートを用いた推計のケース 2 

*) （  ）は、第 7 期保険料47を基準とした伸び率である。 

 

 

 
47 厚生労働省 第７期計画期間における介護保険の第１号保険料及びサービス見込み量等について 

https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000207410.html （最終アクセス日：2020年 4 月 1日） 
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図表 75 全国の所得段階別加入割合の分布の推移48 

 

 

 

 
48 2018 年は平成 29 年度介護保険事業状況報告年報 
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3)  第 1 号保険料・第 2 号保険料の負担割合の変更 

 

第２章Ⅰで実施した第 7 期推計用ワークシートを用いた推計のケース 2 において、第 1

号被保険者負担割合を 23%～30%の範囲で調整した結果は以下のとおりである。第 1 号被

保険者負担割合が 23%の場合、2040 年の全国の介護保険料額は第 7 期保険料に対して

32.2%の伸びであり、第 1号被保険者負担割合が 24%の場合、38.0%の伸びであった。すな

わち、第 1 号被保険者負担割合が 1%ポイント増加した場合の保険料の増分は 2040年の全

国の介護保険料額において第 7 期保険料に対して約 6 ポイント分に相当し、第 1 号被保険

者負担割合を 30%とした場合、全国の介護保険料額（月額・加重平均）は 2040年において

10.120円、2045年において 10,500円であった。 

 

 

図表 76 全国の介護保険料の推計結果（月額・加重平均） 

第 7 期 
負担

割合 
2030 年 2040 年 2045 年 

 
5,869 円 

 
23% 

 
 

24% 
 
 

25% 
 
 

26% 
 
 

27% 
 
 

28% 
 
 

29% 
 
 

30% 
 
 

 
7,190 円 
（+22.6%） 

 
7,500 円 
（+27.9%） 

 
7,820 円 
（+33.3%） 

 
8,130 円 
（+38.6%） 

 
8,440 円 
（+44.0%） 

 
8,760 円 
（+49.3%） 

 
9,070 円 
（+54.6%） 

 
9,380 円 
（+60.0%） 

 

 
7,760 円 
（+32.2%） 

 
8,090 円 
（+38.0%） 

 
8,430 円 
（+43.7%） 

 
8,770 円 
（+49.5%） 

 
9,110 円 
（+55.2%） 

 
9,440 円 
（+61.0%） 

 
9,780 円 
（+66.7%） 

 
10,120 円 
（+72.5%） 

 

 
8,050 円 
（+37.2%） 

 
8,400 円 
（+43.2%） 

 
8,750 円 
（+49.2%） 

 
9,100 円 
（+55.1%） 

 
9,450 円 
（+61.1%） 

 
9,800 円 
（+67.1%） 

 
10,150 円 
（+73.0%） 

 
10,500 円 
（+79.0%） 

 

*) （  ）は、第 7 期保険料49を基準とした伸び率である。 

 

 
49 厚生労働省 第７期計画期間における介護保険の第１号保険料及びサービス見込み量等について 

https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000207410.html （最終アクセス日：2020年 4 月 1日） 
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Ⅱ．考察 

 

本章では、2040 年を見据えた検討を行うための基礎資料を得ることを目的として、保険

者による施策反映の効果を分析するとともに、給付費の範囲や利用者の自己負担割合の変

更、第 1 号保険料・第 2 号保険料の負担割合の変更について、将来の介護保険料等のシミ

ュレーションを実施した。 

シミュレーションの結果では、特定のサービスにおける変更は介護保険料等への影響が

限定的であり、第 1 号保険料・第 2 号保険料の負担割合の調整など、給付費全体に対する

変更が将来の介護保険料への寄与が大きいことが明らかとなった。施策反映については、保

険者が第 7 期推計と同程度の調整を行うと仮定した場合、第 8 期において介護保険料の上

昇が見られたが、サービス基盤の整備では、各保険者がサービス需要の大まかな傾向を把握

し、整備量や期間を勘案することが重要とされており、長期的な推計に保険者ごとの施策反

映の効果を見込むことは難しい。 

また、将来的に高齢者の就労が一層拡大する場合、高齢者の所得の変化のみを考慮したシ

ミュレーションでは全国的な介護保険料額への影響は限定的であった。しかし、実際には、

将来的に個々の高齢者の所得のばらつきが大きくなり、また被保険者の所得段階には全国

一律の標準 9段階が定められているものの、保険料設定は、必要な財源が確保される限り、

保険者裁量に委ねられたものであるため、拡大した所得の格差に対する保険者の政策的な

判断として介護保険料が大きく変化することもありうる。このような政策決定を反映しき

れない点は、今回のシミュレーションにおける限界である。 
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第４章 まとめ 

 

本事業では、介護保険料等の介護保険制度の在り方について、2040 年を見据えた検討を

行うための基礎資料を得ることを目的とし、以下の２点を実施した。 

 

１．2040年におけるサービス見込み量・介護保険料の推計と分析 

２．2040年における介護保険料等のシミュレーション 

 

１．では、第 6 期や第 7 期の実績をもとに、将来のサービス見込み量および介護保険料

を保険者別に推計し、保険者の規模等の観点から、推計値の大小や現在の実績値からの伸び

等について分析を行った。 

２．では、将来のサービス見込み量および介護保険料等の推計において、保険者による施

策反映、給付費の範囲、利用者の自己負担割合、第１号保険料と第２号保険料の負担割合等

を調整パラメータとしたシミュレーションを実施し、第１号被保険者負担割合を調整する

ことにより、介護保険料が大きく変動することが明らかになった。 
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